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里
山
の
滋
味
を
堪
能

葉
山
の
森
で
キ
ノ
コ
探
索

　
自
然
塾
や
環
境
保
全
活
動

な
ど
多
彩
な
自
然
体
験
の
場

を
提
供
す
る
「
自
然
体
験
教

育
研
究
会
Ｎ
Ｅ
Ｅ
Ｓ
」（
山

田
陽
治
代
表
）
が
昨
年
12
月

13
日
「
冬
の
キ
ノ
コ
探
索
～

二
子
山
山
系
探
検
」
を
行
っ

た
。
都
内
や
千
葉
な
ど
か
ら

も
親
子
連
れ
が
集
ま
り
、
約

40
人
が
冬
の
里
山
の
魅
力
を

体
験
し
た
＝
写
真
。

　
キ
ノ
コ
探
索
の
企
画
は
今

秋
か
ら
始
ま
り
、
横
浜
市
の

侍
従
川
流
域
で
の
活
動
で
山

田
さ
ん
と
30
年
来
の
親
交
を

持
つ
画
家
で
キ
ノ
コ
採
集

研
究
家
の
飯
村
優
介
さ
ん

（
41
）
が
同
行
。
探
し
方
の

コ
ツ
や
食
べ
ら
れ
る
キ
ノ
コ

の
見
分
け
方
な
ど
を
解
説
。

境
橋
バ
ス
停
付
近
か
ら
出
発

ク
ラ
ゲ
に
自
生
の
ノ
ビ
ル
を

加
え
醤
油
炒
め
に
し
て
試

食
。
天
然
エ
ノ
キ
の
柔
ら
か

な
食
感
に
「
貝
の
よ
う
な
味

が
す
る
」
と
冬
の
里
山
の
滋

味
を
堪
能
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
「
キ
ノ
コ
は

見
分
け
が
難
し
い
の
で
こ
う

い
う
機
会
は
貴
重
」と
感
想

が
あ
り
、目
黒
区
在
住
の
桑

原
天て

ん
か
い

海
く
ん
（
12
）は「
も
っ

と
た
く
さ
ん
の
キ
ノ
コ
の
種

類
を
勉
強
し
た
い
」
と
調
理

に
も
加
わ
っ
た
。

　
山
田
代
表
は
「
キ
ノ
コ
は

季
節
に
よ
っ
て
違
っ
た
楽
し

み
が
あ
る
。
春
に
も
企
画
し

た
い
」と
話
し
て
い
た
。（
Ｋ
）

人
社
長
）
が
昨
年
12
月
か
ら

メ
ニ
ュ
ー
を
改
定
し
て
、
人

気
商
品
を
中
心
と
し
た
生
産

に
力
を
注
ぐ
。
１
カ
所
５
０

０
円
で
配
送
も
受
付
け
る
。

効
率
化
を
図
る
こ
と
で
、
従

業
員
の
仕
事
の
質
も
高
ま
る

　高校野球の秋季県大会で、 鎌倉学園は決勝まで勝ち進み、
33 年ぶりに関東大会に出場。
　また、アメリカンフットボール部は 29 年ぶりの全国大会出
場を果たした。

　
今
年
の
部
活
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
で
、

部
員
が
そ
ろ
っ
て
の
練
習
は

よ
う
や
く
６
月
下
旬
ご
ろ
か

ら
開
始
さ
れ
た
。

　
し
か
し
、
高
校
野
球
で
は

甲
子
園
大
会
が
中
止
さ
れ
、

「
目
標
を
失
っ
て
の
ス
タ
ー

ト
だ
っ
た
」
と
竹
内
智
一
監

督
（
39
）
は
話
す
。

　
８
月
に
行
わ
れ
た
代
替
大

会
で
は
同
校
は
８
月
９
日
の

３
回
戦
で
敗
退
。
３
年
生
16

人
は
そ
の
試
合
で
引
退
し
た

が
、
３
年
生
が
あ
き
ら
め
ず

に
戦
う
姿
を
間
近
で
み
て
い

た
１
、２
年
生
72
人
が
３
年

生
の
意
志
を
受
け
継
ぎ
、
秋

季
神
奈
川
県
大
会
で
決
勝
ま

で
勝
ち
進
ん
だ
。

　
９
月
27
日
、
決
勝
の
東
海

大
相
模
高
と
の
試
合
は
８
対

２
で
敗
れ
た
が
、
33
年
ぶ
り

の
秋
季
関
東
大
会
に
出
場
。

　
関
東
大
会
で
は
、
ベ
ス
ト

８
に
残
り
、
10
月
27
日
の

準
々
決
勝
で
専
大
松
戸
に
６

対
０
で
敗
れ
た
。
ベ
ス
ト
４

に
入
れ
ば
甲
子
園
行
き
が
確

定
し
て
い
た

が
、「
あ
と

１
つ
勝
ち
切

れ
な
か
っ
た

の
が
、
素
直

に
悔
し
い
」

と
い
う
。

　
竹
内
監
督

は
同
校
野

球
部
Ｏ
Ｂ

で
、
早
稲
田

大
学
卒
。
早

大
で
は
学

生
コ
ー
チ

を
務
め
た
。

２
０
０
６

年
か
ら
母
校
に
勤
務
し
、

２
０
１
３
年
に
硬
式
野
球
部

の
監
督
に
就
任
し
た
。
竹
内

監
督
に
と
っ
て
の
や
り
が
い

は
、「
多
く
の
人
と
喜
び
を

共
有
で
き
る
こ
と
」
で
、「
甲

子
園
に
出
て
校
歌
を
歌
う
こ

と
が
目
標
。
学
園
全
体
で
喜

び
を
共
有
し
た
い
」
と
話
し

て
い
る
。

　
創
部
55
年
目
の
ア
メ
リ
カ

ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
は
、
29

年
ぶ
り
に
全
国
大
会
に
出
場

し
た
。
２
回
戦
で
２
０
１
６

年
か
ら
全
国
３
連
覇
、
昨
年

準
優
勝
の
強
豪
佼
成
学
園
と

対
戦
し
、
14
対
54
で
敗
戦
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
王
者

相
手
に
２
つ
の
タ
ッ
チ
ダ
ウ

Ｏ
Ｂ
の
小
林
監
督
は
、
中
央

大
学
時
代
と
、
社
会
人
チ
ー

ム
「
ノ
ジ
マ
相
模
原
ラ
イ

ズ
」
で
２
年
間
、
ラ
イ
ン

バ
ッ
カ
ー
と
し
て
活
躍
し

た
。
２
０
１
７
年
か
ら
同
校

に
勤
務
し
、
ア
メ
フ
ト
部
の

監
督
に
就
任
し
た
。

　
神
奈
川
は
、
慶
応
高
と
法

政
二
高
の
２
強
時
代
が
長
年

続
い
た
が
、
３
校
が
県
内
を

リ
ー
ド
し
て
い
る
。
こ
の
状

況
下
で
「
神
奈
川
県
大
会
で

勝
ち
、
関
東
大
会
で
勝
て
る

チ
ー
ム
に
な
っ
て
い
く
こ
と

が
今
は
目
標
」
と
い
い
、「
母

校
で
ア
メ
フ
ト
に
携
わ
れ
て

い
る
こ
と
が
幸
せ
。
部
員
た

ち
が
高
校
時
代
楽
し
か
っ
た

と
い
っ
て
卒
業
し
て
く
れ
た

ら
」
と
微
笑
む
。

　
一
昨
年
は
陸
上
部
が
第
70

回
全
国
高
校
駅
伝
に
南
関
東

代
表
と
し
て
出
場
し
、
注
目

を
浴
び
た
。「
生
徒
た
ち
に

お
互
い
を
意
識
し
て
頑
張
ろ

う
と
い
う
連
帯
感
が
あ
る
」

と
話
す
小
林
監
督
。

　
竹
内
監
督
は
「
年
々
悔
し

い
思
い
が
受
け
継
が
れ
て

い
っ
て
そ
の
積
み
重
ね
が
今

回
の
成
績
に
結
び
つ
い
た
」

と
話
し
、
そ
し
て
「
小
林
も

私
も
母
校
で
生
徒
た
ち
と
同

じ
夢
を
追
え
る
、
そ
ん
な
幸

せ
は
な
い
と
思
う
」
と
結
ん

だ
。

　
ま
ち
の
弁
当
屋
さ
ん
と
し

て
親
し
ま
れ
て
い
る
鎌
倉
市

材
木
座
の
手
づ
く
り
弁
当

「
バ
ニ
ー
フ
ー
ズ
」（
高
橋
暢

と
い
う
。

　
同
社
は
、
１
９
８
６
年
、

も
と
も
と
精
肉
店
だ
っ
た
先

代
が
弁
当
販
売
を
始
め
、
今

に
い
た
る
。
か
ね
て
か
ら
障

害
者
雇
用
を
行
っ
て
き
た

が
、
２
年
前
に
就
労
継
続
支

援
Ｂ
型
事
業
所
「
ラ
パ
ン
」

し
た
一
行
は
、
大
沢
谷
か
ら

約
1
５
０
ｍ
を
登
る
コ
ー
ス

を
巡
り
な
が
ら
キ
ノ
コ
探
索

や
自
然
観
察
を
楽
し
ん
だ
。

　
今
年
は
生
き
て
い
る
木
の

根
元
に
生
え
る
種
類
の
キ
ノ

コ
は
少
な
く
、
山
道
で
は
毒

性
の
あ
る
ニ
ガ
ク
リ
タ
ケ
が

見
つ
か
り
、
麓
の
倒
木
や
切

り
株
か
ら
は
エ
ノ
キ
や
ア
ラ

ゲ
キ
ク
ラ
ゲ
な
ど
が
採
集
さ

れ
た
。
表
面
が
薄
茶
で
広
い

笠
を
持
つ
エ
ノ
キ
の
形
に
は

「
ス
ー
パ
ー
の
エ
ノ
キ
と
全

然
違
う
」
と
の
声
も
。

　
ゴ
ー
ル
地
点
の
谷
戸
で
収

穫
し
た
エ
ノ
キ
と
ア
ラ
ゲ
キ

（
市
内
大
町
）
を
開
設
し
、

福
祉
事
業
所
と
し
て
27
人
の

利
用
者
が
そ
こ
で
一
般
の
職

員
と
と
も
に
一
日
３
０
０
食

以
上
の
日
替
わ
り
弁
当
を

作
っ
て
い
る
＝
写
真
。

　「
で
き
る
だ
け
手
作
り
で

あ
た
た
か
み
の
あ
る
弁
当
を

障
害
の
あ
る
方
と
い
っ
し
ょ

に
作
っ
て
い
る
」
と
話
す
高

橋
社
長
。「
み
ん
な
素
直
で
、

こ
ち
ら
も
成
長
さ
せ
て
も

ら
っ
て
い
る
」
と
利
用
者
の

力
を
評
価
。
倉
方
徳
子
さ
ん

は
勤
続
歴
約
17
年
の
ベ
テ
ラ

ン
ス
タ
ッ
フ
だ
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
昨
年
は
３
月

　
酒
を
愛
し
、
自
由
を
愛
し

た
詩
人
は
、
路
地
を
さ
ま
よ

い
、
野
の
花
を
愛
し
、
海
の

言
葉
に
耳
を
傾
け
、
居
酒
屋

で
酒
を
味
わ
う
。

　
１
９
７
０
年
に
東
京
か
ら

鎌
倉
へ
転
居
し
、
後
半
生
を

過
ご
し
終
の
住
処
と
し
た
詩

人
・
田
村
隆
一
が
鎌
倉
を
う

た
っ
た
詩
と
エ
ッ
セ
イ
33
篇

を
収
め
た
『
ぼ
く
の
鎌
倉
散

歩
』
が
刊
行
さ
れ
た
。

　
第
一
詩
集
『
四
千
の
日
と

夜
』
で
鮮
烈
な
デ
ビ
ュ
ー
を

飾
り
、「
荒
地
派
」
の
中
心

的
存
在
と
し
て
戦
後
の
現
代

詩
を
牽
引
し
た
。
死
の
直
前

に
刊
行
さ
れ
た『
１
９
９
９
』

に
至
る
ま
で
生
涯
に
わ
た

り
、
詩
や
評
論
、
随
筆
、
翻

訳
な
ど
数
多
く
手
が
け
た
。

　
本
書
は
、
47
歳
か
ら
75
歳

ま
で
、
材
木
座
、
稲
村
ガ
崎
、

二
階
堂
と
居
を
移
し
な
が
ら

終
生
暮
ら
し
、
愛
し
た
鎌
倉

を
題
材
に
し
た
作
品
を
集
め

た
。
１
６
０
０
円
（
税
別
）、

港
の
人
刊
☎
０
４
６
７
・

60
・
１
３
７
４

　『
ま
さ
か
さ
か
さ
ま
』
の

絵
本
シ
リ
ー
ズ
が
子
ど
も
た

ち
に
人
気
を
呼
ん
だ
イ
ラ
ス

ト
レ
ー
タ
ー
の
伊
藤
文
人
さ

ん
が
、『
ふ
る
い
け
や
の
呪

縛
』
を
出
版
し
た
。

　
い
く
つ
か
の
別
の
俳
句
を

さ
か
さ
に
す
る
と
、
す

べ
て
松
尾
芭
蕉
の
「
ふ

る
い
け
や 

か
わ
ず
と

び
こ
む 

み
ず
の
お
と
」

に
な
っ
て
し
ま
う
、 

不

思
議
で
面
白
い
、
さ
か

さ
文
字
の
本
。

　
俳
句
以
外
に
、
鏡
を

か
ん
」
な
ど
も
収
録
し
て
い

る
。

　
伊
藤
さ
ん
は
、『
Ｍ
Ｃ
・

エ
ッ
シ
ャ
ー
生
誕
１
０
０
年

に
捧
げ
る
　
超
感
覚
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
』
で
金
賞
受
賞
ほ

か
、
数
々
の
ト
リ
ッ
ク
ア
ー

ト
コ
ン
テ
ス
ト
で
受
賞
。
鎌

倉
朝
日
の
広
告
デ
ザ
イ
ン
も

担
当
し
て
い
る
。
伊
藤
さ
ん

に
と
っ
て
「
文
字
は
お
も

ち
ゃ
そ
の
も
の
」
と
い
う
。

１
５
０
０
円
（
税
別
）、
発

行
・
み
ら
い
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン

グ
、
発
売
・
星
雲
社
☎
03
・

３
８
６
８
・
３
２
７
５

あ
て
る
と
「
歩
」
が

「
走
」
に
な
る
「
鏡

で
遊
ぼ
う
」、「
か
え

る
」
が
「
さ
そ
り
」、

「
き
つ
ね
」
が
「
ひ

ぐ
ま
」
に
な
る
「
さ

か
さ
文
字
は
く
ぶ
つ

税
に
つ
い
て
の
作
文

23
人
が
受
賞

賞
＝
川
股
優
花
（
横
国
附
属
鎌

倉
３
年
）
▼
鎌
倉
市
長
賞
＝
水

野
湘
太
（
第
一
３
年
）
▼
鎌
倉

市
教
育
委
員
会
賞
＝
久
保
ま
い

ら
（
大
船
３
年
）
▼
鎌
倉
市
議

会
議
長
賞
＝
西
田
渚
音
（
第

一
３
年
）
▼
逗
子
市
長
賞
＝
橋

本
翼
（
逗
子
開
成
３
年
）
▼
逗

子
市
教
育
長
賞
＝
日
沖
翼
（
久

木
２
年
）
▼
葉
山
町
長
賞
＝
土

川
瑛
大 （
鎌
倉
学
園
３
年
）

▼
葉
山
町
教
育
委
員
会
教
育
長

賞
＝
荒
木
一
究
（
南
郷
２
年
）

▼
東
京
地
方
税
理
士
会
鎌
倉
支

部
長
賞
＝
吉
田
百
花
（
腰
越
３

年
）
▼
鎌
倉
税
務
署
管
内
納
税

貯
蓄
組
合
連
合
会
優
秀
賞
＝
石

森
七
海
（
大
船
３
年
）
今
井
小

百
合
（
岩
瀬
３
年
）・
内
田
瑞

樹
･
塚
原
碧
一
・
平
井
茉
莉（
横

国
附
属
鎌
倉
３
年
）・
兼
松
浩

太
・
中
村
優
護
・
ブ
ラ
ン
チ
瑠

唯（
鎌
倉
学
園
３
年
）田
邉
凛
々

（
玉
縄
３
年
）

　
国
税
庁
が
全
国
納
税
貯
蓄
組

合
連
合
会
と
の
共
催
で
行
っ
て

い
る
令
和
２
年
度
中
学
生
の

「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
に
全

国
４
，８
７
７
校
か
ら
３
１
３
，

７
２
５
編
の
作
文
が
寄
せ
ら
れ

た
。
鎌
倉
税
務
署
管
内
で
は

２
０
５
編
の
応
募
が
あ
り
、
う

ち
23
作
品
が
受
賞
し
た
。
受
賞

者
は
次
の
と
お
り
。（
敬
称
略
）

　
▼
神
奈
川
県
納
税
貯
蓄
組
合

連
合
会
会
長
賞
＝
国
分
智
樹
▼

鎌
倉
税
務
署
長
賞
＝
内
田
健

心
・
七
澤
健
太
郎
（
以
上
鎌
倉

学
園
３
年
）
▼
鎌
倉
税
務
署
管

内
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
会
長

賞
＝
加
納
沙
耶
香
（
横
国
附
属

鎌
倉
３
年
）
▼
鎌
倉
団
体
長
会

賞
＝
持
田
悠
翔
（
鎌
倉
学
園
３

年
）
▼
横
須
賀
県
税
事
務
所
長

ぼ
く
の
鎌
倉
散
歩

さ
か
さ
ま
研
究
所
の
脳
内
地
図

新
刊
案
内

田
村
隆
一 

著

ふ
る
い
け
や
の
呪じ

ゅ
ば
く縛

伊
藤
文
人 

著

手
作
り
弁
当
バ
ニ
ー

１
月
か
ら
燻
製
販
売

2020年運動部が大健闘2020年運動部が大健闘
鎌倉学園　硬式野球部 ・ アメフト部監督に聞く

竹内監督小林監督

硬式野球部

アメリカンフットボール部

関東大会１回戦で森高裕一郎選手

全国大会で佼成学園と対戦

か
ら
４
月
に
か
け
て
の
歓
送

迎
会
も
な
か
っ
た
し
、
海
の

家
も
花
火
も
な
く
売
り
上
げ

が
激
減
し
た
。
そ
れ
で
も
11

月
に
移
転
し
て
新
装
オ
ー
プ

ン
し
た
藤
沢
店
は
女
性
向
け

の「
き
ち
ん
と
ラ
ン
チ
」に
は

定
評
が
あ
り
、
野
菜
の
皮
で

だ
し
を
と
っ
た
べ
ジ
ブ
ロ
ス

ー
プ（
２
百
円
）、玄
米
、十
五

穀
米
、
白
米
の
３
種
か
ら
選

べ
る
ご
飯
も
好
評
と
い
う
。

　
１
月
か
ら
燻
製
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
を
始
め
る

と
い
う
。
問
い
合
わ
せ
バ

ニ
ー
フ
ー
ズ
☎
０
４
６
７
・

25
・
４
４
１
６

ン
を
奪
っ
た
こ
と
は
、
大

健
闘
と
言
え
る
。

　
ア
メ
フ
ト
部
も
７
月
か

ら
チ
ー
ム
練
習
を
再
開
し

た
。
部
員
は
54
人
。

　
小
林
哲
朗
監
督
（
28
）

は
、「
一
番
の
勝
因
は
、

基
本
練
習
を
意
欲
高
く

や
っ
て
く
れ
た
こ
と
」
と

話
す
。
同
校
ア
メ
フ
ト
部


